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第1回：総務省チーム報告

第2回：日本の課題の分析と対応・・・本質を見よう・・・

第3回：日本産業の今後の発展に向けての5つの論点

（情報通信分野の視点から）

第4回：失われた30年と呼ばれる時代を振り返って – 今後への教訓 – 概説

「日本産業の将来のあり方の提言」

2024年５月２２日発行

日本産業の将来を考える
- 30年間の空白を反省しつつ –

第3編 通信編
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「日本産業の将来のあり方の提言」

2024年５月２２日発行

第１回
～総務省チーム報告～

課題が難しいので、個々の執筆原稿がチーム報告となる。いずれも筆者の私
見である。

3人の原稿は次の通りである。

〇 日本の課題の分析と対応・・・本質を見よう・・・ 寺﨑明
〇 日本産業の将来の発展（情報通信分野の視点から）についての５つ
の論点 宇治則孝
〇 失われた30年と呼ばれる時代を振り返って－今後への教訓 森田隆士

総務省チームとしては、総務省の政策紹介は、昨年6月に総務大臣に答申された情報通信審議会の「2030年頃を
見据えた情報通信政策の在り方」の紹介にとどめ、総務省の政策にとらわれずに、メンバー（寺﨑、宇治、森田）の
『日本産業の将来を考える－30年の空白を反省しつつ－』を主題としつつ、原稿や論点を個々に執筆した。

まずは、総務省情報通信審議会の答申のうち、今後の方向性をまとめた資料3枚のみを以下に転記する。今後、総
務省は、この答申に沿って予算税制、国際対応等を含めた政策が展開されるものと思料する。なお、この答申の概要
の全体は、https://www.soumu.go.jp/main_content/000888371.pdf
からダウンロードできる。
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2024年○月○日発行

次回より、3人の原稿を掲載する。
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